
 

あなたは、誰かとつながっていますか？あなたは、今、しあわせですか？ 

協同組合や、協同を大切にしたいと思う市民組織には、よりよいくらし、安心できるくらしのために、地

域で誰かとつながることを大事にしている実践があります。第１０回東海交流フォーラムではそんな実践を

紹介し合い、交流し合い、協同の輪の広がりの中で実現できる未来、“しあわせ”を考え合います。 

第１０回東海交流フォーラム 

地域で人をつなぎ未来をつくる！ 

～あなたは、誰かとつながっていますか？ 

あなたは、今、しあわせですか？～ 
主催：地域と協同の研究センター 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  10:00 

 開場  地下鉄本山駅から歩いて２分です。 

  10:30   開会    

報告 人がつながり協同組合・市民協同組織が実践していることを報告いただきます。 

報告 ①（仮題） 南医療生協の“よってって横丁”  南医療生活協同組合 

報告 ②（仮題） コープあいちが取り組む移動店舗  生活協同組合コープあいち 

報告 ③（仮題） コープぎふ東濃地域で“おたがいさま”発足  生活協同組合コープぎふ 

  12:30   昼食 

  13:15 

 
報告 ④（仮題） コープみえ伊賀エリア会の取り組み  生活協同組合コープみえ 

報告 ⑤（仮題） みんなでつくろう新店舗・金城学院大学生協の取り組み  大学生協東海事業連合 

 14:00 分散会 少人数のグループで、報告内容を参考にみんなで人のつながりと私たちがつくる未来を考え合い

ます。 

 15:15 まとめ 報告と分散会を振り返り、見えてきたことを確認し合います。 

15:30   閉会 
地域と協同の研究センター TEL 052-781-8280  FAX052-781-8315  E-mail AEL03416@nifty.com 

記 

●日時 ２０１４年２月８日(土) 

午前 １０時３０分～午後３時３０分 

●会場 生協生活文化会館（本山）４階ホール

  １０：３０-１２：３０ 午前の部 

  １３：１５-１５：３０ 午後の部 

●参加費 ８００円（資料代＋お弁当代） 

問題提起“地域社会における協同の力と役割” 
地域と協同の研究センター理事 小木曽洋司氏（中京大学 現代社会学部准教授） 



 

問題提起“地域社会における協同の力と役割” 
地域と協同の研究センター理事 小木曽洋司氏（中京大学 現代社会学部准教授） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

   

 

 

 

 

 

 

第１０回東海交流フォーラム参加申込書       地域と協同の研究センター 担当：大島行 

ＦＡＸ又はメールにて申し込みください。   ＦＡＸ：０５２－７８１－８３１５   E-mail AEL03416@nifty.com 

お名前 電話番号 所属 

 

 

 

 

 

 

 

午前のみ・午後のみの参加の場合は 

下記にご都合を記入ください。 

お弁当不要の場合（資料代３００円のみ） 
下記に○をつけてください。 

 

不要 

いただいた個人情報は、第１０回東海交流フォーラムに関わっての連絡がある場合にのみ利用させていただきます。 

小木曽 洋司（おぎそ ようし）氏 

中京大学 現代社会学部准教授 地域社会学 
生協の（未来の）あり方研究会で出版を準備しました「未来を拓く協

同の社会システムで、「第３章地域社会と生協の回路を求めて」を執筆 

 地域で人とつながり、みんなで取り組む中で見えてくる何かがあります。 

 今回はそんな実践の報告です。 

報告 ①（仮題）南医療生協の“よってって横丁” 

    名古屋市緑区大高町に南生協病院があります。今、そこに隣接する市有地を借り受け、８階建の施設「よっ

てって横丁」の建設が始まろうとしています。「多世代が交流し、支え合うまちづくり」、そんな構想を報告

いただきます。 

報告 ②（仮題）コープあいちが取り組む移動店舗  生活協同組合コープあいち 

生活協同組合コープあいちでは２年をかけて地域の皆さんとの話し合いを進め、移動店舗「フレンズ便

」がスタートしました。この移動店舗のスケジュールに合わせて、大府市で住民のみなさんと一緒に取り

組んでいることがあります。そんな移動店舗の取り組みを報告いただきます。 

報告 ③（仮題） コープぎふ東濃地域で“おたがいさま”発足  生活協同組合コープぎふ 

 「困った」「助けてほしい」「こんなことができるといいなぁ」と思う人と「助けてあげたい」「誰かの役

   に立ちたい」という人をつなぎ、その人らしく生きる。そんなつながりを応援する仕組み“おたがいさま”が

岐阜の東濃地域でつくられようとしています。その実践を報告いただきます。 

報告 ④（仮題） コープみえ伊賀エリア会の取り組み  生活協同組合コープみえ 

 ２０１２年度からコープみえではエリア会の取り組みが始まりました。８つあるエリア会の一つ、伊賀エリ

ア会で行政等と一緒に取り組んだ消費者被害防止のための取り組み、社会福祉協議会に協力いただいた学習会

の取り組み等を報告いただきます。 

報告 ⑤（仮題） みんなでつくろう新店舗・金城学院大学生協の取り組み  大学生協連東海ブロック 

      金城学院大学ではキャンパスのリニューアル伴い大学生協の店舗が移転することとなり、金城学院大学生協

の新店舗を考える学生委員会“クレアチオ”が発足しました。今回は、そんな生協のお店を自分たちでつくろ

うとする学生の皆さんの思いと取り組みを、報告いただきます。 
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